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第 4 章では、新奇の多関節運動の非熟練段階と熟練段階における運動の特徴を、 3 次元の動力学分析によって明ら
かにした。その結果、学習初期段階では、身体の動きから生ずる慣性力と筋トルクの聞の平衡性が崩れていることが
明らかとなった。




















分析を実施することから、投球能力の差の原因について力学的解釈を試みている。これらの 4 編の研究は、 3 編の欧
文および和文の学術研究誌に掲載済みのもの、そして 1 編が現在欧文国際誌に投稿準備中のものであり、研究の独創
性、実験方法の斬新性、考察の高水準性は証明済みである。本論文の研究成果は、ヒトが新たな運動を学習する過程
において、重力や環境からの外力を最大限に利用するようになり、自らが発揮する筋力を最小限になるような運動ノf
ターンを形成することをみごとに証明したものであり、運動学習のメカニズムに関する新たな知見としての貢献度は
十分に高い。
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